
事例 6 矢板市教育委員会生涯学習課 
「親子で考え、体験する防災教室」 

日頃の活動の概要 

 2023 年 3 月に実施した「矢板市女性議会（模擬議会）」で、防災分野における男女共同参画推進が議論されたた
め、2023 年度に様々な防災研修を実施し、「みんなにやさしい避難所のあり方」の提言作成につなげていく。 

研修概要 

 

研修名：  
研修目的： 
    
実施時期： 

親子で考え、体験する防災教室 
災害時に自宅から避難する場所の確認方法や、みんなに優しい避難所づくりについて、親子で体験的に学
ぶ。 
７月下旬の土曜日（夏休み中）、10～12 時 

対象： 小学生とその保護者 10 組程度 
参加人数： 20 名 
会場： 矢板市生涯学習館 
講師： (公財)とちぎ男女共同参画財団 職員 
連携先： パルティ（避難所物品貸出） 

研修内容１：避難方法の確認、避難所をイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇親子でハザードマップを確認 
 自宅や学校付近で起こりやすい災害は？避難所までの
経路を確認。 

〇避難のタイミングは？ 
 乳幼児のいる家庭は「警戒レベル３」で避難をしよう！ 

〇避難所ではどんな問題が起こりそう？ 
 グループで話し合う。 

〇全体でシェア 
 暗い、寒い、ミルクやおむつ不足、不安・・・ 



研修内容２：ミニ避難所設営、非常食試食 

〇段ボールベッドの組みたて                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇参加者の感想  

・段ボールベッドや仕切りを間近で見ることができ、組立にも参加し、小学生にもできる工夫に驚いた。前向きに
避難所生活が送れるよう努めたい。思った以上に子どもたちが本気で考えていて、関心した。（保護者） 

・１つでも多くの備えがあると安心だと思った。避難所に行くときは、家にあるビーチテントでも良いから持っていこ
うと思った。（小学生） 

・いつ災害が起きても安全に避難できるよう、日ごろの備えを家族と相談してやってみようと思った。避難所生活
をしたことがないので、ベッドの作り方や、避難所でどのようなことが起こるか知らなかったので、いい体験ができ
た。非常食はおいしくて食べやすかった。（小学生） 

〇主催者から（研修の効果、課題、今後の展望等）  

・ハザードマップを親子で確認したり、災害時の対応方法を学んだりするとても良い機会となった。 

・自分が災害に遭うかもしれないという自分事としてとらえる意識や被災時に留意すべき点について、親子で考
え、実感している様子が見られた。 

・段ボールベッドや簡易トイレを組み立てる体験を通して、実際の避難所でおこるであろう問題についてもより身
近なこととして考える場面が見られた。 

・普段は、なかなか目を向けないこうした機会の重要性に気付く参加者が多く、今後もより多くの市民に同様の
体験を通して防災意識とともに、みんなにやさしい社会の在り方について考える機会を提供したい。 

 

〇ワンタッチパーテーションの組みたて 
 1 世帯用の仕切り。プライバシー保護になる。 

〇ミニテントの組みたて 
 更衣室、授乳室として使用。 

〇アルファ化米の試食 
 水とお湯でもどしてみて、食べ比べ。 



事例 7 矢板市男女共同参画啓発活動団体グループあい 
「体験する防災教室」 

日頃の活動の概要 

 平成 21（2009）年より、矢板市において男女共同参画の啓発活動を実施。研修会、啓発劇の上演、矢板市広報
紙「ラポール」の発行、託児ボランティアの協力等を実施。 

研修概要 

 

研修名：  
研修目的： 
    
実施時期： 

体験する防災教室 
みんなに優しい避難所づくりについて、多世代で交流しながら学び、「自分たちにできることは何か」について
話し合う。 
８月上旬の平日（夏休み中）、13：30～15：30 

対象： グループあい会員、NPO 法人風車ボランティア（中学生～大学生） 
参加人数： 20 名 
会場： 矢板市生涯学習館 
講師： (公財)とちぎ男女共同参画財団 職員 
連携先： パルティ（避難所物品貸出） 

研修内容１：避難所で起こりがちな問題と解決策の共有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇避難所で起こりがちな問題は？ 
 床に雑魚寝、プライバシー不足、授乳室がない、トイレの
問題・・・ 

〇段ボールベッド組みたて 
 床に舞うほこりやウイルスの吸引防止にもなる。 
 イス替わりになり、高齢者もトイレに行きやすくなる。 

〇ワンタッチパーテーション 
 間仕切りでプライバシーを保護する。 

〇ミニテントの組みたて 
 授乳室や更衣室として使用。 



研修内容２：「私たちにできること」を話し合う 

〇シニア世代、若者が一緒になってできる防災は？ 
 「平常時、災害時、災害後・・・、個人・家庭・地域・社会で、 

できることは？」をグループで話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇参加者の感想  

・（避難所では）待っているだけでなく、物資の配布を手伝ったり、小さい子の世話をしたりして、積極的に行
動できる人間になりたい。（学生） 

・（災害発生時は）近所の被害状況や家族・親類の安否確認、近所のひとり世帯の方を気にかけて、声を
かけたい。（グループあい会員） 

・私たちができることを積極的に行うことが重要だと感じた。お年寄りが困っている時や、小中学生を手助けする
ことが大切だと思った。（高校生） 

〇主催者から（研修の効果、課題、今後の展望等）  

・今回は男女共同参画啓発団体グループあいが主となり研修を実施できた。コロナ禍以降で、このように幅広
い年齢層と交流を持てたことは、団体の活力復活と共に、新しいつながりづくりとして意味のあるものだった。 

・今後も団体が率先していろいろな分野の人を招き、交流と啓発を継続していければと思う。 

 

〇みんなでシェア 
 ・・・ 

yoshimuray
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事例 8 矢板市教育委員会生涯学習課 
「HUG（避難所運営ゲーム）体験教室」 

日頃の活動の概要 

 2023 年 3 月に実施した「矢板市女性議会（模擬議会）」で、防災分野における男女共同参画推進が議論されたた
め、2023 年度に様々な防災研修を実施し、「みんなにやさしい避難所のあり方」の提言作成につなげていく。 

研修概要 

 

研修名：  
研修目的： 
    
実施時期： 

HUG（避難所運営ゲーム）体験教室 
災害時や避難所で、事情を抱えた方への適切な配慮ができるようになるため、柔軟な考え方や多様な視
点をもつ大切さに気付く。 
9 月 土曜日、13：30～16：00 

対象： 市内２中学校１～３年生 15 名、教員・市職員・女性団体数名 
参加人数： 25 名 
会場： 矢板市内小学校体育館 
講師： (公財)とちぎ男女共同参画財団 職員 
連携先： パルティ（避難所物品貸出） 

研修内容１：HUG（避難所運営ゲーム） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇体育館や教室に避難者をどう配置する？ 
 避難者に見立てたカードを読み上げ、学校の体育館や教
室にどう配置するかグループで考える。 

〇発熱者やペット連れ、どう対応する？ 
次々と事情を抱えた避難者がやってくる。 

 「発熱者はどこに入ってもらう？ ペットはどこにつなげる？」 

〇ふりかえり 
 工夫できたこと、難しかったところを発表。「ペットやト
イレ対応が難しい」 

〇これまでの避難所支援事例を知る 
 市の避難所運営マニュアルを確認したり、過去の避難
所での支援事例を知る。 



研修内容２：避難所備品の確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇参加者の感想  

・避難所の運営は自分が想像していたよりもずっと難しく、忙しくて大変だということがわかった。避難所にいる人はみんなパニック
になっているけど、そういう時こそ、冷静に考えて行動するべきだと思った。避難所の物資を見たり、非常食を試食したりしてみ
て、防災をより身近に感じられたと思う。 

 ・持病や気持ちの面での不安など、顔を合わせただけではわからないことがあるから、避難した後でも一人一人に声をかけて、
配慮が必要かどうか気に掛けることは、私にもできるのではないかなと思った。 

 ・より多くの人の意見を取り入れることが大切だと思う。避難所はどうしてもみんなが満足できるような場所にはできないけれど、
ニーズを発言できるような場所があればよりよくなると考える。 

〇主催者から（研修の効果、課題、今後の展望等）  

・参加者である中学生が、避難所でおこるであろう問題を直視して、考えを巡らせる良い機会となった。 

・さまざまな事情をもった方への配慮や対応について、苦慮することを通して、日ごろからの地域とのつながりや他
者理解の必要性を感じ、視野を広げようと考える中学生が多く、本研修の効果の高さを感じた。 

・普段は、なかなか目を向けないこうした機会の重要性に気付く参加者が多く、今後もより多くの市民に同様の
体験を通して防災意識とともに、みんなにやさしい社会の在り方について考える機会を提供したい。 

〇簡易トイレ 
 トイレの水が流れない場合、洋式便座に袋を被せて、凝
固剤で固めてその都度袋をしばって捨てる。 

〇パーテーション 
 プライバシーを守れる。屋根があれば更衣室や授乳室
になる。 

〇避難所受付セット 
 受付で記入する避難者カードや、消毒液、手袋など。 

〇子ども用防災リュック 
 避難所には何を持っていく？子どもたち用に、トランプやお絵
かきセットなどがあると気持ちも落ち着く。 



事例９ 菊沢きずなプロジェクト実行委員会（鹿沼市） 
「防災体験大作戦、コミキャン（避難所宿泊体験）」 

日頃の活動の概要 

 2015 年「関東・東北豪雨」で浸水被害が大きかった鹿沼市菊沢地区。防災意識の向上と防災に関する知識や技能
を持った人を育てることを目的に、地域住民により 2016 年 3 月に会を結成。毎年、子どもたちが防災を楽しく学ぶイベ
ント「防災体験大作戦」や「コミキャン（避難所宿泊体験）」を開催している。最新の防災知識を学び、分かりやすく伝え
るための多彩な防災プログラムを企画し、学校や自治会で実施している。 

イベント概要 

 

イベント名：  
目的：    
 
 
実施時期： 
 

① 防災体験大作戦 ②コミキャン（コミュニティセンターでのキャンプ。避難所宿泊体験） 
① 幅広い年代、特に親子を対象に、楽しく防災について体験する機会を提供する。 
② 災害時に避難をためらうことが無いように、避難所がどういうところかを楽しく体験してもらう。また実際の

避難生活で協力し合うことも体験してもらう。 
① 10 月中旬土曜日 10～13 時 
② 10 月中旬土曜日 16 時～日曜日 11 時 

対象： ① どなたでも  ②10 組（1 組 5 名まで）※小学生以下は保護者同伴 
参加人数： ① 222 名   ②13 名（2 家族と運営者） 
会場： 鹿沼市菊沢コミュニティセンター 
講師： きずなメンバー 
連携先： 
 

鹿沼市菊沢コミュニティセンター、鹿沼市消防本部、鹿沼市女性消防団さつき隊、陸上自衛隊、協力企
業 

イベント内容１：①防災体験大作戦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 ←ランタン完成品 
 
 
 
 
 
 

〇防災グッズ作り 
 懐中電灯にペットボトルを貼り付けて、ランタンづくり。 
 

〇GOGO キャリー（物資運搬リレー） 
 避難所にたくさん届く物資を、協力して効率よく収納するゲーム。 

〇その他プログラム 
 【屋外】キャットサイクル（一輪車障害物競争）、水消火器、レスキューチャレンジ、はしご車、 

自衛隊炊出し・車両展示 等 

 【屋内】紙芝居読み聞かせ、煙体験、モデル避難所展示、応急手当、 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベント内容２：②コミキャン（避難所宿泊体験） 

日 程  ※参加費 大人 500 円、小学生以下 300 円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇土のう作り、重さ当て 
 浸水を防ぐ土のう作り。10kg を目指そう！ 

〇大声コンテスト 
 「助けて！」「避難して！」 救助や避難呼びかけに必
要な大声を出そう。 

〇パッククッキング 
 夕食にポリ袋で肉じゃが、むしパン、サバ缶アレンジ料理を調理。 
  

ポリ袋で作る肉じゃが レシピ（1 人分） 
材料：豚小間肉 25g、じゃがいも 1/4 個、にんじん
1/8 個、玉ねぎ 1/4 個、めんつゆ 小さじ 1.5 杯、水 
大さじ２ 
・野菜を乱切りにする。 
・ポリ袋に材料を入れ、なじませる。 
・空気を抜いて上の方で口を結ぶ。 
・鍋に湯を沸かして皿を敷く。ポリ袋を入れ、20 分
加熱。 

1 日目  
16:00 集合 
16:20 過去の災害について学ぶ 
16:45 何を入れる？防災リュック 
      新聞スリッパ、ランタン作り 
18:00 パッククッキング（肉じゃが、蒸しパン等） 
19:40 プライベートスペースづくり 
21:00 就寝 
22:00 消灯 

２日目 ※雨天のため防災まち歩きは中止 
6:00 起床 
6:30 ラジオ体操 
6:45 朝食（アルファ化米） 
8:00 カードゲーム、なまずの学校 
9:00 家庭内 DIG 
10:00 避難所片付け（帰宅準備） 
10:30 アンケート記入 
11:45 終了 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇参加者の感想  
【大作戦】 
・子供がとても楽しく参加させていただきました。 
・大人も楽しみながら改めて防災意識を高めることができた。 
・普段の防災意識の低さを知ることができた。 
 
【コミキャン】 
・避難所に実際に宿泊してみて、物音や必要なものなど気付かされることが多くありました。 
・日頃から備えをすることで、万が一の時に落ち着いて行動ができるのだと思いました。 
・非常用持ち出し袋は先延ばしにせず早速作ります。 
・家の中の危険があるところや安全な場所がわかって良かった。 
・避難したときに作るごはんが意外とおいしかったし、簡単に作れてびっくりした。 

〇プライベートスペースづくり 
 ワンタッチパーテーション、ダンボールベッドを設置。 
寝袋で眠れるかな？ 

〇「なまずの学校」カードゲーム 
 災害時のトラブルを解決するためのアイテムカードを選ん
で、得点を競おう。発想の転換が得点につながる。 

〇家庭内 DIG（Disaster Imagination Game 災害想像力ゲーム） 
 家の中の間取りを書き起こし、危険箇所を家族で確認する。家具の転倒で通路はふさがれない？ 家具の固定はできてい
る？ 避難経路は？ ガラスが割れたときは？ 危険箇所とともに、安全な場所の確認も大切。 



〇主催者から（研修の効果、課題、今後の展望等） 
・2023 年で防災体験大作戦は 7 回目となり、幅広い世代の防災意識が高まってきたと思う。小中学校での
防災教室や宿泊体験、自主防災組織の防災倉庫の資機材点検時に要請される等、様々な場面で地域と
の連携が深まってきた。 

・2019 年の令和元年台風時、再び菊沢コミュニティセンターが避難所となり、避難所開設と運営を補助し
た。それまでに避難所体験イベントを 4 回実施したので、行政ときずなプロジェクト、住民で連携できたと思う。 

・今後もより多くの方に、防災意識のきっかけ作りとなる防災体験の場を継続していきたい。 

 
 



事例 10 さのボラねっと 
「デイキャンプ！で 防災、やってんべー」 

日頃の活動の概要 

 2019 年「令和元年東日本台風」の際に開設された佐野市災害ボランティアセンターの活動（水害後の床下清掃、ご
みの片付け支援、被災地域のニーズ調査・傾聴活動等）をきっかけに結成。町会や自主防災組織と連携した防災活
動や、防災士と連携した活動（HUG や DIG）、学校や学童保育等での防災イベントを実施。 

研修概要 

 

研修名：  
研修目的：    
実施時期： 

デイキャンプ！で 防災、やってんべー 
「楽しく防災を学ぶ」をコンセプトに、キャンプを通して防災を学び、その経験を災害時に生かす。 
11 月の日曜日、10～15 時 

対象： 未就学児～小学生・中学生（小学生以下の子どもは保護者の引率必要） 
参加人数： 11 名（スタッフ 5 名除く） 
会場： オートキャンプ場 
講師： さのボラネット メンバー（防災士含む） 
連携先： 佐野市市民活動センター ここねっと 

研修内容１：防災クッキング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇火起こし 
 ファイアーストライカーでほぐした麻ひもに火花を
飛ばす。初の火起こしにみんな大喜び！ 

〇ポリ袋クッキング 
 耐熱ポリ袋に野菜とカレールーを入れ、空気を抜きながらしばる。米 80g
と水 100cc も同様。鍋でお湯を湧かし、沸騰後 30 分間加熱。 

〇新聞紙食器づくり 
 新聞紙でカレー用のお皿を作成。 

〇盛り付けのコツ 
 新聞紙のお皿にポリ袋ごとご飯をのせ、その上にカレーをかける。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修内容２：サバイバルスキル 

〇災害時に役立つヒモの結び方                    
   結び方の王道、“もやい結び”にチャレンジ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇参加者の感想 
・火起こしが難しかったけど、火が着いたときは嬉しかった。 
・カレーがとても美味しかった。 
・紙食器づくりが楽しかった。作った食器を持って帰って家でも作ってみたい。 
・また来年もやってもらいたい。 

〇主催者から（研修の効果、課題、今後の展望等） 
・「楽しく学ぶ」という点ではとても良かった。災害時に子どもたちが何かの役に立てることを期待します。 
・準備が遅れ、寒い時期の開催となってしまった。来年はもう少しよい季節に開催したい。 
・また、ご案内も遅れ、募集期間が短くなってしまった。来年は早めの告知に心掛けたい。  

 

〇みそ汁づくり 
 栄養価の高い「切り干し大根」と「とろろ昆布」と味噌小さじ 1 と水 100cc をポリ袋に入れ、お湯を沸かした鍋で５分加熱。そのまま紙コ
ップに入れて、袋の上を切って食べます。 

〇水道水が飲めない場合に 
 「ソーヤーのポータブル浄水器」で、川の水を浄化して飲んでみる。 



事例 11 栃木市、Team 防災 EN．、TOCHICO 日和、とちぎアレルギーの会 
「みんなでレッツ 防災体験！2023」 

日頃の活動の概要 

 2015 年、2019 年と 2 度の水害を経験した栃木市において、子育て世代が「おやこで考える とちぎ防災 BOOK」を作
成し、2022 年 11 月に発行。発行の際、防災イベント「みんなでレッツ避難所体験」を開催。市と団体が協力して、毎
年の開催を目指している。 

イベント概要 

 

イベント名：  
目的：    
実施時期： 

みんなでレッツ防災体験！2023 
親子、家族連れで、気軽に防災について考えてもらえるよう、楽しみながら体験できるイベントを開催。 
12 月の土曜日、10～13 時 

対象： どなたでも 
参加人数： 180 名 
会場： 栃木市皆川公民館 
講師： （防災クッキング講師は、管理栄養士がボランティアで務める） 
連携先： 
 

皆川地区自治会連合会、皆川地域アシストネット、学生ボランティア団体 Rainbow、うずま協力隊、 
栃木図書館、ボーイスカウト栃木第１団、協力企業６社 

イベント内容１：避難訓練、避難所体験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇オープニング、シェイクアウト訓練 
 開催前受付者に防災食（カレーライス）を配布。シェイク
アウト訓練に多人数が参加した。 

〇タンカ搬送トライアル 
 毛布タンカでパンダ君（人形）を運ぶ。時間内に
運べるかな？（損害保険会社提供） 

〇災害用伝言ダイヤル体験 
 公衆電話や災害用伝言ダイヤル（171）を体験。
（電話会社提供） 

〇学生団体によるアルファ米配布 
 中高生学生ボランティア団体「Rainbow」がアルファ
米とアレンジレシピを配布。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベント内容２：防災クッキング 

 
 
                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇避難所受付体験 
 実際に避難所で記入する「避難所利用者登録票」の記入を体験。 

切干大根のツナ和え 
【材料】  

切干大根 ７g、ツナ 12g（1 缶を 5 人で分ける）、 
 塩昆布（お好みで）、マヨネーズ（お好みで） 
【作り方】 
① ポリ袋に、材料を全部入れて、よく揉む。 
② 袋をねじりながら、空気を抜いて結び、20 分置く。 
 

〇避難所用品取扱体験 
 段ボールベッドに寝てみたり、簡易トイレを設置してみる。 

〇ポリ袋クッキング 
 ポリ袋で「切干大根のツナ和え」をクッキング。 
 避難生活で不足しがちな野菜とタンパク質を摂取できる。 

〇その他 
 【屋外】一輪車搬送トライアル、水消火器体験、消防団車両展示、子ども用防火衣着装体験、食物アレルギー配慮フード販売 等 

 【屋内】煙避難体験、防災絵本・紙芝居よみきかせ、紙で作る食器・新聞紙スリッパ工作 等 

https://www.city.tochigi.lg.jp/uploaded/attachment/43011.pdf


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇参加者の感想  
・地元から、4 歳・母親・祖母の 3 名で来場。「避難所体験コーナーで、段ボールベッドに寝てみた。意外としっ
かりしている。」 
・大平地区から、4 歳・小学校 1 年・両親の 4 名で来場。「前回の水害で家が浸水したが、避難のタイミング
や避難所の雰囲気が分からず、避難をためらった。今日は避難所を体験できたり、様々な防災知識を知った
ので、次の災害に活かしたい。」 
・佐野市から、小学校 2 年生・母親の 2 名で来場。「インスタグラムを見て知った。新聞スリッパや紙で作る食
器等、工作したり楽しみながら防災知識を学べた。」 

〇主催者から（研修の効果、課題、今後の展望等） 
・開始前の来場者に防災食（カレーライス）を配布することを告知し、10 時からのシェイクアウト訓練から多く
の方にご参加いただけた。 
・告知チラシの裏面に会場案内とスタンプラリーを記載し、5 か所以上体験者には記念品（アルファ化米）を
配布。全コーナーを体験してもらう工夫を施した。 
・回覧板のチラシを見て孫を連れた祖父母が来場したり、インスタグラムを見た子育て世代の参加も多かった。 
・協力団体、協賛企業によるブース出展や、協賛品の提供により、経費はチラシ印刷費と料理食材費くらいと
低予算で実施できた。 
・行政、子育て支援団体、学生、企業等、多様な立場が協力し合って連携を深めたことは、今後の災害発
生時に向けて密な協力体制の構築に繋がる。 
 

 
 
 

〇食物アレルギーの避難者対応についての説明 
 食物アレルギーの避難者は「要配慮者」であり、アレルギー対応食・ミルクの備蓄や、避難所での食事について配慮が必
要。サインプレーとやビブスにアレルギー内容を表記し、身に着けてもらう。 
 



参考本 
「おやこで考える とちぎ防災 BOOK」 
作成：TOCHICO 日和、とちぎアレルギーの会 
 
いつ起こるかわからない災害に備え、体験談をもとに【子育て×防災】をテーマに、子育て世代に特化した防災冊子 
 
 
 
 
 
 
                           【抜粋】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://tochicobiyori.rpr.jp/backnumber/bousaibook.html


教材事例 
佐野市市民生活部人権・男女共同参画課 
パンフレット「女性が考える Look ルック防災」 

日頃の活動の概要 

 2019 年「令和元年東日本台風」で大きな被害を受けた佐野市において、女性防災士と協力して作成した防災パンフ
レットを毎年発行している。 

パンフレット概要 

 

名 称：  
目 的：   
  
発行頻度： 

パンフレット「女性が考える Look ルック防災」 
災害時には、性別や年齢、国籍などにかかわらず協力して乗り切る必要がある。女性の視点から防災につ
いて考えるパンフレットを作成し、市民の防災意識を高める。 
2020 年 11 月より、毎年１～２回発行 

発行部数： 400 部程度 
配布先： 公民館、図書館、児童館等、また市ホームページで公開、各種講座において配布 
連携先： 女性防災士 2 名、イラスト執筆者 

パンフレット内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

VOL.1 「はじめての防災」（2020 年 11 月発行） 
 自宅等の地形は？、避難場所の確認、住まいの防災対策、非常持ち出し品 等 

https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/22/01jyoseibousai.pdf


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
VOL.２「アンケートからみえる防災意識」（2021 年 3 月発行） 
 市民アンケートから（避難した場所、誰と避難したか、あるといいと思った物資）、非常食レシピ など。 
 
VOL.３「ローリングストックを準備しよう！」（2022 年 3 月発行） 
 ローリングストックとは？、ハザードマップ改訂、避難情報変更、非常食レシピ など。 
 
VOL.4「つくってみよう マイ・タイムライン」（2023 年 3 月発行） 
 マイ・タイムラインとは？、自分のタイムラインをつくってみよう！、非常食レシピ など。 
 
VOL.5「身近なもので防災を考えよう！」（2024 年 3 月発行）  
 身近なものの災害時の使い方、水の備蓄と自分に必要なもの など。 

〇発行者から（冊子の効果、課題、今後の展望等）  

・女性防災士に協力をいただくことで、女性目線の防災情報を発信できている。vol.3 以降は毎年行う「男女
共同参画の視点から考える防災講座」の内容と関連づけた内容としており、講座に参加していない人にも継
続的に啓発活動ができている。 

・気軽に手に取れる A５サイズのパンフレットを発行することで、防災を身近に感じてもらえる。 

・今後も継続して発行し、「男女共同参画の視点から考える防災」について引き続き市民に啓発していきた
い。 

https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/22/jyoseibousai02.pdf
https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/22/jyoseibousai03.pdf
https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/22/jyoseibousai04.pdf
https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/22/jyoseibousai05.pdf

